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患者さん，患者さんの家族のためのガイドブック発刊によせて

整形外科は，骨，関節，背骨，筋肉，神経など運動器の病気や怪我を治療対象としています。

運動器は体を動かすための器官です。したがって，その病気や怪我は体を動かせない，歩けな

いなどということになり，日常生活が大変不自由になります。

日本整形外科学会では運動器の病気や怪我について質の良い医療を皆様に提供できるよう，

平成14年以来，特に頻度の多い病気や怪我を選び，その「診療ガイドライン」をつくってま

いりました。「診療ガイドライン」は，日本を含め世界中で行われてきた研究の成果や専門医

の意見をまとめたもので，医師向けに書かれたものです。

今回，この「診療ガイドライン」をもとに，患者さんや患者さんのご家族のための解説書「ガ

イドブック」を作成することといたしました。皆様からよくお聞きする質問への答え，また医

師側から皆様にぜひ知っておいていただきたい事柄も書くようにいたしました。

皆様が，病気や怪我について情報が必要な時，この「ガイドブック」がお役にたてば幸いで

す。

日本整形外科学会はこれからも運動器の病気や怪我に対して，質の良い医療を提供できま

すよう努力してまいります。

2008年9月

日本整形外科学会理事長

中村耕三
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病院やクリニックの外来を受診される人のなかで腰
よう

痛
つう

に困ってお

られる患者さんの数は最も多く，大部分の方は一生のうちで一度以

上の腰痛を経験していると言われております（この本を読まれる皆

さんも当然ながら腰痛を経験されていらっしゃることと思います）。

しかし腰痛を引き起こす疾患には，さまざまな病気があります。

そのなかには原因がはっきりしている腰
よう

椎
つい

椎
つい

間
かん

板
ばん

ヘルニア，腰
よう

部
ぶ

脊
せき

柱
ちゅう

管
かん

狭
きょう

窄
さく

症
しょう

などと，その一方で原因があまりはっきりしない慢
まん

性
せい

腰
よう

痛
つう

症
しょう

や，一般的にぎっくり腰といわれる急
きゅう

性
せい

腰
よう

痛
つう

症
しょう

（腰の捻
ねん

挫
ざ

など

多くの原因が含まれている）などがあります。

このように腰痛を引き起こす多くの疾患群のなかで，腰椎椎間板

ヘルニアは患者さんの数も多く，また病気の原因がはっきりしてい

る疾患の一つです。腰椎椎間板ヘルニアについては本文中で詳しく

述べられていますが，簡単に言うと，「背
せ

骨
ぼね

のクッションの役目を

している椎間板の中心にある柔らかい髄
ずい

核
かく

組
そ

織
しき

が後方に突出して脊
せき

柱
ちゅう

管
かん

内
ない

の神経を圧迫することによって起こる」，とされています。

症状は腰痛であったり，足先まで走る痛みであったり，足の筋力低

下，足の感覚の低下などを示すことがあります。時には腰椎椎間板

ヘルニアにより尿の出が悪くなることもあって，その場合には緊急

に手術をしなければいけないと考えられています。ただ，大部分の

患者さんは時間経過とともに徐々に痛みが減少して，結果としてあ

まり苦痛を訴えなくなります。

このように腰椎椎間板ヘルニアは病気の原因が明らかであること

から，手術を受けたほうが良い場合や手術以外の治療を受けた場合

の経過予測なども，比較的判断しやすい病気です。適切な治療をす

ればほぼ確実に治
ち

癒
ゆ

するはずの病気です。しかし不適切な診断や治

はじめに：この本を作った理由
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療を受けたために症状が悪化して後
こう

遺
い

症
しょう

を残したり，またいつまで

も症状が持続するようになるという恐れもあります。それによって

体の被害をこうむるだけでなく，不必要で高額な医療費を払わなけ

ればならなくなります。この本でお知らせするように，整形外科医

のなかでも認
にん

定
てい

脊
せき

椎
つい

脊
せき

髄
ずい

病
びょう

医
い

（日
に

本
ほん

整
せい

形
けい

外
げ

科
か

学
がっ

会
かい

）あるいは認
にん

定
てい

脊
せき

椎
つい

脊
せき

髄
ずい

病
びょう

外
げ

科
か

指
し

導
どう

医
い

（日
に

本
ほん

脊
せき

椎
つい

脊
せき

髄
ずい

病
びょう

学
がっ

会
かい

）は整形外科医のなかで

も，椎間板ヘルニアの診察，治療経験が豊富です。受診する医療機

関を選ぶ際，こうした資格を持った医師がいるかどうかということ

が，一つの目安になると思います。

日本整形外科学会では医師に対しての生涯教育の一環として，

2002年より腰椎椎間板ヘルニアを含んだ多くの疾患の医師向け

「診療ガイドライン」を作成しており，医師が適切な診断と治療を

行えるように教育を行っています。

今回は一般の方にも腰椎椎間板ヘルニアとはどんな疾患であるか

を知っていただくことを目的としてこの本を出版いたしました。

本書が適切な診断を受け，医師と相談しながら最適の治療を選択

するための手引きとなり，多くの腰椎椎間板ヘルニアに悩む患者さ

んにとっての助けになることを心から祈っております。

★日本整形外科学会
社団法人 日本整形外科
学 会（http：//www. 
joa .or . jp/ jp/ index. 
asp）

★診療ガイドライン
ある病気について，臨床
医と患者さんが適切な医
療の判断を行えるように
支援するために，指針を
示した文章。
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診療ガイドラインは，

1．�おおよその人に当てはまることが書いてあります。しかし個人

差がありますので，自分に当てはまるかどうかは主治医に相談

してください。

2．�医学知識を十分には持っていない方を対象に，わかりやすいこ

とを優先して書いてあります。割り切って書いてある点，詳細

を省いてある点があります。

3．�全体を読んでください。一部だけを拾い読みして判断すると，

誤解することがあります。

一般に診療ガイドラインは患者数が多い病気について作られま

す。それは，特に治療法について患者数が多いほどデータがたくさ

ん集まるため，統計により確かな事実を導き出せるためです。腰
よう

椎
つい

椎
つい

間
かん

板
ばん

ヘルニアは患者数が多いために統計学的にも確かな部分もあ

りますが，その一方で統計学的にいまだ結論が出ていない項目につ

いても専門医の経験に基づいて補いました。

4．�むずかしい用語がたくさん出てきますので，できるだけ用語の

解説をつけました。

腰椎椎間板ヘルニアは腰部の背
せ

骨
ぼね

（腰
よう

椎
つい

）に起きる病気で，その

結果，痛みや麻
ま

痺
ひ

を生じます。この病気を理解してもらうために，

最初に脊
せき

椎
つい

や神経の構造・しくみ（解剖）や働き（生理）について解

説しています。その後に，この病気の原因や遺伝の説明をし，放置

すればどうなるか（自然経過）を述べて，さらに診断，治療につい

ての解説とよくある質問を紹介しています。

この本を利用するにあたって
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